



Reconstruction of electric vehicle controller in the lecture “Exercises for creation and Invention" 
恩田ー*
Hajime ONDA 
Abstract: Reconstruction of electric vehicle (which is so called Senior Car， here) controller by students in the 
lecture "Ex巴rcisesfor creation and Inv巴ntion"is described. Six students joined th巴them巴andtri巴dto fabricat巴
an electronic control circuit to drive a D.C.motor of the senior car. Students hesitated to start working at first， 
gradually work well and completed to reconstruct the controller for the senior car. The processes， results and 
some problems ofthe lecture are documented. 
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Vo1.18.2 0 1 0 
て負荷状態でも正常動作することを確認した.
組み込み，調整が完了したシニアカーを図8に示す.平
地や教員駐車場西側の坂道を実際に乗車して運転しても
異常なく走行できることを確認できた.報告会では乗車運
転した時の動画を再生して実際の動作を披露した
図8 組み立てたシニアカー
5. まとめ
2年間担当した結果の第1印象は，“大変手がかかる“で
ある.理由はまず，このような電子回路っくりのインフラ
環境が不十分で，部品，工具，材料等をその都度準備(探
し回る)する必要がある.ほとんどが，自分の研究室から
の調達で済ませている.次に，学生が自主的に進められる
ようになるまで待つのに大変忍耐が要る.マミュアルを作
ってそのとおり実施させたり，手取り足取りやる方がずっ
と楽である.少々のアドバイスはするが，じっと我慢して
待つのは大変な忍耐が必要である.
それでも今年はシニアカーを動かせるまでになり，次第
に成果が目に見えてきたように思われる.動くもの，特に
自分が乗って動作させ得るものは大変学生の興味を引く
ため，テーマとしては良いテーマである.このテーマを経
験・完了した学生が次の年度のリーダになって，もう少し
上位レベルのテーマに繋げるような仕組みができると担
当教員の負担も低減し得ると思われる.
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